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抵抗性MHDにおける移動するX点を持つ高速磁気リコネクション
Fast magnetic reconnection with a moving X-point in resistive MHD
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高磁気レイノルズ数プラズマにおける高速磁気リコネクションの物理機構の解明は、宇宙・天体プラズマ現象を理解す
るための未解明かつ最重要な課題の一つである。近年の高解像度の高磁気レイノルズ数磁気流体力学 (MHD)シミュレー
ションにより、薄化した電流シートのプラズモイド不安定性をトリガーとする磁気リコネクション過程の高速化の可能
性が示されてきた [1]。特に最新のより精密な高解像度計算においては、プラズモイド不安定性による複数の 2次的磁気
リコネクションがぺチェック型リコネクション的に発達する様子が観測された [2]。しかし、2次的磁気リコネクション
個々の詳細な構造やダイナミクスについては未だ不明である。

本研究では、2次的リコネクションの移動に着目し、移動する X 点を持つ磁気リコネクションの詳細な構造とダイナ
ミクスを明らかにすることを目的とする。特に、2次元ハリス平衡に対して、移動する局所的異常抵抗を付与することに
より、アウトフロー方向に非対称性を持つ高速磁気リコネクションモデルを導入する。HLLD 近似リーマン解法を用い
た高解像度 MHD シミュレーションを実施し、非対称構造を詳細に解析した。また、磁気リコネクションにより駆動さ
れた流れによって、移動する X 点を持つ高速磁気リコネクションが自己維持的に発達する可能性についても検討した。
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